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米
空
軍
横
田
基
地
所
属
の
Ｃ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
11
月
29

日
、
屋
久
島
沖
で
墜
落
し
、
搭

乗
し
て
い
た
８
人
が
死
亡
し
た

︵
２
人
は
行
方
不
明
︶
。

　
事
故
後
も
、
米
国
防
総
省

は
、
日
本
政
府
の
日
本
国
内
で

の
飛
行
停
止
要
請
に
つ
い
て

﹁
公
式
に
は
確
認
し
て
い
な

い
﹂
と
し
て
飛
行
停
止
に
は
応

じ
ず
、
米
軍
は
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
行
を
続
け
、
屋
久
島
で
の
捜

索
活
動
に
も
投
入
し
た
。

　
米
軍
は
、
事
故
機
と
同
型
の

﹁
Ｃ
Ｖ
22
﹂
に
限
っ
て
飛
行

を
停
止
し
て
い
た
が
、
事
故
調

査
の
進
展
を
踏
ま
え
、
６
日
に

な
っ
て
よ
う
や
く
全
世
界
で
す

べ
て
の
種
類
の
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
行
を
停
止
す
る
方
針
に
転
じ

た
。
米
空
軍
は
声
明
で
、
予
備

調
査
で
機
材
の
不
具
合
の
可
能

性
が
示
さ
れ
た
と
し
、
操
縦
ミ

ス
が
原
因
で
は
な
い
こ
と
を
認

め
て
い
る
。
一
方
、
飛
行
停
止

措
置
に
つ
い
て
は
﹁
事
故
の
調

査
が
続
く
間
、
リ
ス
ク
を
軽
減

す
る
た
め
﹂
と
し
て
い
る
。

　
岸
田
政
権
は
、
飛
行
停
止
を

﹁
お
願
い
﹂
し
た
が
米
軍
に
無

視
さ
れ
、
日
米
地
位
協
定
に
阻

ま
れ
て
、
事
故
調
査
に
さ
え
加

わ
れ
な
い
と
い
う
ふ
が
い
な
さ

で
あ
る
。

　
し
か
も
宮
沢
防
衛
副
大
臣
は

当
初
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
最
後
ま

で
機
体
の
制
御
を
続
け
て
い
た

と
い
う
米
側
の
説
明
を
理
由

に
、
墜
落
で
は
な
く
﹁
不
時
着

水
し
た
﹂
と
い
う
念
の
入
れ
よ

う
で
、
奴
隷
根
性
丸
出
し
の
対

応
だ
っ
た
。

全
国
で
飛
行
停
止
求
め
る
声

　
繰
り
返
さ
れ
る
墜
落
事
故
に

対
し
て
沖
縄
を
は
じ
め
全
国
で

飛
行
停
止
や
オ
ス
プ
レ
イ
の
撤

去
を
要
求
す
る
声
が
上
が
っ
て

い
る
。

　
沖
縄
で
は
12
月
４
日
、
事

故
後
も
米
海
兵
隊
な
ど
の
オ
ス

プ
レ
イ
が
沖
縄
県
内
で
飛
行
を

継
続
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る

抗
議
集
会
が
同
県
嘉
手
納
町
の

防
衛
省
沖
縄
防
衛
局
前
で
行
わ

れ
た
。
集
会
の
参
加
者
は
﹁
飛

ば
す
な
！
欠
陥
機
オ
ス
プ
レ

イ
﹂
と
書
か
れ
た
横
断
幕
を
掲

げ
、
﹁
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
を

撤
回
し
、
当
た
り
前
の
暮
ら
し

や
命
を
守
っ
て
ほ
し
い
﹂
な
ど

と
訴
え
た
。

　
ま
た
、
沖
縄
県
議
会
は
７

日
、
日
米
両
政
府
に
対
し
す
べ

て
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
中
止

な
ど
を
求
め
た
意
見
書
と
決
議

を
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。
意

見
書
と
決
議
は
、
日
米
地
位
協

定
を
抜
本
的
に
改
定
し
、
日
本

の
航
空
法
を
米
軍
に
も
適
用
す

る
こ
と
も
求
め
て
い
る
。

　
米
軍
三
沢
基
地
︵
青
森
県
三

沢
市
︶
周
辺
の
自
治
体
か
ら

も
、
防
衛
省
東
北
防
衛
局
や
在

日
米
軍
に
、
事
故
の
原
因
究
明

や
飛
行
停
止
を
求
め
る
動
き
が

相
次
い
だ
。
横
田
基
地
所
属
の

オ
ス
プ
レ
イ
は
21
年
４
月
か

ら
三
沢
基
地
に
飛
来
し
、
小
川

原
湖
や
三
沢
対
地
射
爆
撃
場
で

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
小
川

原
湖
に
面
し
た
東
北
町
や
射
爆

撃
場
に
隣
接
す
る
六
ヶ
所
村
は

11
月
30
日
、
三
沢
防
衛
事
務

所
に
対
し
て
、
事
故
原
因
の
究

明
や
情
報
提
供
、
オ
ス
プ
レ
イ

の
飛
行
停
止
を
要
請
、
青
森
県

知
事
も
12
月
1
日
、
安
全
が

確
認
さ
れ
る
ま
で
の
飛
行
停
止

と
小
川
原
湖
で
の
訓
練
中
止
を

求
め
る
文
書
を
提
出
し
た
。

　
11
月
30
日
に
は
、
東
京
都

と
周
辺
市
町
連
絡
協
議
会
︵
会

長
・
東
京
都
知
事
、
副
会
長
・

羽
村
市
長
︶
も
米
軍
横
田
基
地

等
に
対
し
て
オ
ス
プ
レ
イ
の
安

全
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、
飛

行
停
止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
な

ど
を
要
請
し
た
。

米
軍
の
特
権
的
横
暴
一
掃
を

　
わ
が
国
に
は
戦
後
78
年
を

経
た
い
ま
で
も
、
日
米
安
保
条

約
の
も
と
で
、
沖
縄
を
は
じ
め

全
国
に
１
３
０
も
の
米
軍
基
地

が
置
か
れ
て
お
り
、
世
界
で
も

群
を
抜
い
て
い
る
。

　
在
日
米
軍
は
、
不
平
等
で
従

オスプレイの飛行継続に抗議して沖縄防衛局前で緊急集会（沖縄県嘉手納町、12月4日）

　
本
紙
12
月
25
号
と
新
年
１
月
５
日
号
は
合
併

号
と
し
て
年
内
に
発
行
し
ま
す
。
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
新
聞
編
集
部

属
性
が
際
立
つ
日
米
地
位
協
定

の
も
と
で
、
不
当
な
特
権
を
ほ

し
い
ま
ま
に
し
て
い
る
。
沖
縄

県
・
辺
野
古
で
の
新
基
地
建
設

や
鹿
児
島
県
・
馬
毛
島
の
空
母

艦
載
機
訓
練
場
な
ど
、
新
た
な

基
地
建
設
が
強
行
さ
れ
て
い

る
。
オ
ス
プ
レ
イ
を
は
じ
め
米

軍
機
に
よ
る
超
低
空
飛
行
訓

練
、
危
険
な
空
中
給
油
訓
練
、

事
件
や
事
故
の
続
発
、
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
︵
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
︶

の
漏
出
な
ど
、
在
日
米
軍
に
よ

る
被
害
が
激
化
し
て
い
る
。
今

回
の
墜
落
事
故
の
調
査
に
さ
え

日
本
は
口
出
し
で
き
な
い
。
日

米
地
位
協
定
の
抜
本
改
定
、
米

軍
の
特
権
的
横
暴
の
一
掃
は
、

急
務
で
あ
る
。

　
今
回
の
屋
久
島
沖
墜
落
事
故

で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、

南
西
諸
島
防
衛
強
化
の
た
め
、

本
土
・
沖
縄
間
で
の
米
軍
機
の

往
来
は
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

本
土
と
沖
縄
の
中
間
に
あ
る
奄

美
諸
島
で
も
自
衛
隊
基
地
強
化

が
進
ん
で
い
る
が
、
こ
の
間

も
、
点
在
す
る
屋
久
島
や
奄

美
、
徳
之
島
な
ど
の
民
間
空
港

へ
の
米
軍
機
の
飛
来
、
オ
ス
プ

レ
イ
の
緊
急
着
陸
も
た
び
た
び

行
わ
れ
て
い
る
。
奄
美
な
ど
離

島
の
空
港
は
、
民
間
機
の
離
発

着
回
数
が
少
な
い
た
め
、
航
空

管
制
官
を
置
か
な
い
﹁
レ
デ
ィ

オ
空
港
﹂
﹁
リ
モ
ー
ト
空
港
﹂

と
し
て
運
用
さ
れ
て
お
り
、
鹿

児
島
空
港
や
那
覇
空
港
の
﹁
航

空
管
制
運
航
情
報
官
﹂
に
よ
っ

て
情
報
提
供
が
行
わ
れ
て
い

る
。
離
着
陸
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
の

目
視
以
外
に
な
く
、
ま
す
ま
す

強
化
さ
れ
る
米
軍
機
や
自
衛
隊

機
の
緊
急
使
用
で
い
つ
事
故
が

起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
の
が

実
態
で
あ
る
。

オ
ス
プ
レ
イ
購
入
は
日
本
だ
け

　
米
国
防
総
省
が
オ
ス
プ
レ
イ

の
新
規
調
達
を
見
送
り
、
26

年
に
も
生
産
停
止
の
可
能
性
と

８
日
に
報
道
さ
れ
た
が
、
予
算

権
限
を
握
っ
て
い
る
米
上
下
両

院
の
軍
事
委
員
会
が
６
日
発
表

し
た
24
年
会
計
年
度
の
国
防

予
算
の
大
枠
を
決
め
る
﹁
国
防

権
限
法
案
﹂
に
は
海
軍
向
け
オ

ス
プ
レ
イ
を
新
規
調
達
す
る
方

針
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
国
防

総
省
の
新
規
調
達
見
送
り
に

待
っ
た
を
か
け
た
形
。
た
だ
、

屋
久
島
沖
で
の
事
故
を
受
け

て
、
米
議
会
内
で
も
安
全
性
へ

の
懸
念
が
出
て
い
る
。
オ
ス
プ

レ
イ
の
構
造
的
欠
陥
は
明
ら
か

で
、
世
界
で
オ
ス
プ
レ
イ
を
購

入
し
て
い
る
の
は
米
国
の
ほ
か

に
は
唯
一
、
日
本
の
自
衛
隊

︵
17
機
︶
だ
け
で
あ
る
。

　
事
故
調
査
結
果
に
つ
い
て
米

軍
発
表
を
鵜
呑
︵
う
の
︶
み
に

せ
ざ
る
を
得
な
い
日
米
地
位
協

定
の
も
と
で
は
、
安
全
性
の
証

明
な
ど
で
き
る
は
ず
も
な
く
、

岸
田
政
権
は
、
自
衛
隊
配
備
の

オ
ス
プ
レ
イ
を
す
べ
て
撤
去
す

べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
米
軍
は

保
有
す
る
す
べ
て
の
オ
ス
プ
レ

イ
の
撤
去
を
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
Ｈ
︶

南
西
諸
島
基
地
強
化
で
事
故
多
発
は
必
至


